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本事業に関連する課題の背景

本事業は、“地域における幼児教育の持続可能な枠組み”を構築し、各ライフステージに応
じて “学ぶ・続ける”リソースの提供を⽬的とする。しかし、この⽬的を達成するには、い
くつかの課題が存在する。

まず、和洋⼥⼦⼤学こども発達学科は 2008 年の設⽴以来、地域における熟練した幼児教
育者の育成において重要な役割を果たしてきた。地元での就職率は約 90％、保育関連職へ
の就職率は 80〜100％と⾼い実績を誇っている。しかし、近年、これらの成果を持続可能な
ものとするための課題が顕在化している。

具体的には、幼児教育に対する社会的イメージの影響により進路を変更する⾼校⽣や、実
践経験不⾜によるプレッシャーや不安などを理由に幼児教育以外の道を選ぶ養成校⽣が増
えつつある。幼児教育への就職を後押しするには、実習以外の実践経験を積む機会を提供し、
感動体験を蓄積することで、就職後のイメージを明確に持てるようにすることが求められ
る。また、就職後も体系的に学び続ける機会の保障やライフステージの変化による離職への
対応は⼤きな課題である。

このような状況を踏まえると、従来の⼤学単独の取り組みでは限界があり、地元に根ざし
た⼤学を拠点とし、⾃治体、幼稚園、地域社会との連携を強化することが必要である。ライ
フステージに応じて学びを継続的に⽀援する体制の確⽴が急務である。

本事業の⽬的

本事業の⽬的は、⼀定数の⽣徒・養成校⽣・現職者が幼児教育から離れていく理由を明ら
かにし、ライフステージごとの課題を把握し、その情熱を再燃させる⽅策を明らかにするこ
とである。この⽬的を達成するためには、養成校⽣、現職者、⼀般就職・離職者、さらには
⼩中⾼⽣を含む幅広い層に対してアプローチを⾏う必要がある。

具体的には、養成校⼊学前の段階（⼩中学⽣）では、幼児教育への興味や関⼼を⾼めるた
めの効果的な取り組みを明らかにする。養成校⼊学の段階（⾼校⽣）では、幼児教育を志す
⽣徒が求める体験や情報（適切な発信⽅法を含む）を把握する。

養成校で学ぶ段階（⼤学⽣）では、幼児教育への興味・関⼼を維持し就職に繋げていくた
めに、どのような⽅策が効果的かを多様な取り組みから明らかにする。

養成校卒業以降の段階（現職者）では、安定したキャリア形成のために、初任・中堅・管
理職などキャリア段階別に必要な専⾨性と地域⽀援を把握する。

加えて、⼀般就職・離職者においては、幼児教育領域への就職・再就職を促進するための
効果的⽀援策を明らかにする。これには、職場復帰をスムーズに⾏えるようなネットワーク
の構築や、継続的な学びを可能にするリソースの提供が含まれる。
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これらの取り組みにより、地元での幼児教育者の育成とキャリア形成の維持を図り、幼児
教育⼈材のライフステージごとに最適なアプローチを検証し、持続可能な⽀援体制の構築
を⽬指す。

なお、本事業では幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信の⽅法として、web 上の特設ページ
を中⼼とした広範囲への発信と、地元でのライフステージごとの様々な取り組みによる対
⾯の発信の両⽅を企画・実施した。

以下では、これらの発信の前提となる中学⽣から⼤学⽣を対象とした web アンケートに
ついて報告する。
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中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣を対象とした web アンケート調査
（⼤神 優⼦）

1.調査⽬的
幼稚園教諭や保育⼠等の保育職は、幼少期には「なりたい職業」として上位にランクイン

している。また、中学校の職場体験での感想も好意的なものが多い。にもかかわらず、養成
校に進学する段階や、養成校を卒業する段階で、⼀定数が当初の保育職からの希望を変更し
ている現状がある。

本調査では、幼児教育の「職」の魅⼒を発信するのに先⽴ち、こうした進路変更の時期や
理由を明らかにし、効果的な情報発信に繋げることを⽬的として web アンケートを実施し
た。

2.⽅法
全国の Studyplus ユーザー（⼥⼦中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣）に対し、2024 年 7 ⽉ 20 ⽇〜

8 ⽉ 5 ⽇の期間に web アンケートを配信した。Studyplus は⼤学の受験を控えた⾼校⽣を中
⼼として広く利⽤されている学習⽀援プラットフォーム（基本は無料）であり、中学⽣・⼤
学⽣にも利⽤されている。中間試験が終了して本格的に進路を考え始める時期の 2 週間を
配信期間とし、配信数 980,384 件に対し、2,136 件の回答を得た（回答率 0.21％）。なお、
アンケート項⽬の⼀部に「幼稚園教諭や保育⼠は、指定の⼤学等で必要な単位を修得するこ
とで得られる免許・資格です。このことを知っていましたか」等の啓蒙項⽬を組み込み、ア
ンケート⾃体も魅⼒発信の⼀部として位置づけた。
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3.主な結果
3-1.進路別対象者

就きたい職業として「幼稚園教諭・保育⼠」を考えたことはあるかを尋ねた結果を、下図
に⽰す（選択⼈数）。

調査時点現在で保育職を⽬指している層は１割に満たなかった。ただし、過去に候補に
していた層を合わせると、もっとも少ない⼤学⽣でも 30％以上、中学⽣では 50％近くに
のぼる。今後の幼児教育の⼈材確保のためには、志望し続けている層はもちろん、進路を
変更した層への働きかけが重要であることが明らかとなった。

3-2.進路変更の時期とその理由
「候補の⼀つだったが今は考えていない」と回答した進路変更群に、「幼稚園教諭・保育

⼠」の職から気持ちが離れた時期を尋ねた結果を以下に⽰す。

中学校・⾼校が⽐較的多く、幼少期の経験をもとにした「憧れ」から具体的に進路を考え
始める時期に変更があったと考えられる。⾔い換えれば、この時期にあわせて職の魅⼒発信
を⾏う必要がある。
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さらに、進路を変更した理由を尋ねた結果を以下に⽰す（複数選択可、選択者の割合）。 

中学⽣〜⼤学⽣まで共通してもっとも多かったのは「他にやりたい仕事ができたから」と
いうポジティブな理由だったが、次いでネガティブな理由が続いた。中学⽣では「⼼⾝とも
に⼤変そう」「責任が重そう」というイメージで回答している傾向があった。⼀⽅、⾼校⽣・
⼤学⽣になるとイメージだけではなく、「給与が低そう」という具体的な待遇⾯が重視され
ていた。

3-3.待遇改善の影響：再び⽬指す可能性
現在も保育職が選択肢にある群以外の２群に、「働き⽅改⾰や処遇改善」が進んだ場合、

（再び）「幼稚園教諭・保育⼠」を⽬指す可能性があるかを尋ねた。とてもある〜まったく
ないまでの選択割合を以下に⽰す。

中学⽣〜⼤学⽣まで共通して、これまで保育職を⽬指したことがない層では、働き⽅や待
遇が改善されてもその効果は限定的であった。しかし、過去に⽬指していたことがある進路
変更群では、待遇改善等によっては３割前後が再び⽬指す可能性があると回答していた。し
たがって、こうした情報を積極的に発信していくことが⼈材確保の点で有効であると考え
られる。
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3-4.進路に関する情報源
進路（進学先や将来の職業）を考える上で参考にしたり影響を受けたりするものについて

尋ねた結果を以下に⽰す（複数選択可、選択者の割合）。

中学⽣〜⼤学⽣まで共通して親（保護者）の影響が⼤きいことが伺える。また、インター
ネットや SNS、学校の先⽣の割合も⽐較的⾼かった。つまり、⽣徒・学⽣⾃⾝だけではな
く、保護者や学校教員に対しても、あわせて幼児教育の職の魅⼒を伝えていくことや、web
上の情報発信が効果的であると考えられる。

なお、保育職への進路希望者は、途中で進路を変更した群や、最初から志望していなかっ
た群に⽐べて、地元での進学を希望する割合が⾼かった。広範囲への情報発信とあわせて、
地域連携でのアピールが重要と考える。

以上の結果を踏まえて、待遇⾯を含む情報発信を⾏う特設ページを開設し、地域でのイベ
ントをはじめ、様々な取組を実施した。詳細は第 2 章に⽰す。



 

第２章 各取組の実施内容及び成果
①⼩中⾼⽣を対象とした職の魅⼒発信
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取組 A 保育体験等の実施、幼児教育の重要性に関する講演

取組名：A1【特設 LP による幼児教育の職の魅⼒発信】
（上村 明）

実施時期：2024 年９⽉〜 2025 年 1 ⽉

概要（取組内容及び実施体制）
本取り組みは、特設ランディングページ（以下、LP）を開設し、幼児教育の魅⼒と職業へ

の理解を深める視覚情報を効果的に発信し普及・啓発することを⽬的とした。
この特設 LP に掲載された視覚情報（動画含む）は、事業全体を通じて得られたデータを

もとに作成した。視覚的アプローチを通じて、⼩中⾼⽣とその保護者を対象に幼児教育に携
わる仕事の魅⼒ややりがいを伝える内容となっており、今後の⼈材確保や関⼼を⾼めるた
めの有⼒な⼿段となることが期待される。

実施体制は、企画・分析・効果検証担当者が中⼼となり web 調査結果と各取り組み（A〜
K）担当者からの報告に基づき実施した。また、地元の幼稚園等に撮影協⼒を依頼し、撮影・
制作・配信運⽤には、⼤学広報センターおよび制作会社の協⼒を得た。

⽅法（対象及び効果検証の⼿法）
事業全体および各取り組み（A〜K）のエビデンスを踏まえ、職業の魅⼒箇所を整理した

上で、特設 LP および動画を制作した。特設 LP は、⼤学 HP と連携させ、特設 LP 内に動
画（YouTube）を埋め込む形で公開した。また、地元の⾼校⽣とその保護者層を対象に広告
配信および特設 LP の QR コードを載せたフライヤーの配布を⾏い、特設 LP と動画への誘
導を⾏なった。効果検証は、アクセス状況（閲覧・再⽣回数等）により実態を把握した。

結果及び考察（実施報告及び成果）
特設 LP を開設し、幼児教育の魅⼒と職業への理解を深める視覚情報を発信したところ、

インタビュー動画（3:55）は、11 ⽉ 1 ⽇〜１⽉１0 ⽇までのおおよそ２ヶ⽉で 583 回の再
⽣回数を記録した。参考までに、特設 LP を設けていない同時期配信（10 ⽉ 31 ⽇）学内動
画（0:33）は、再⽣回数 126 回であった。さらにインフォグラフィック動画（3:14）は、12
⽉ 16 ⽇〜１⽉ 10 ⽇までのおおよそ１ヶ⽉で 100 回の再⽣回数を記録した。参考までに、
特設 LP を設けていない場合における動画の１ヶ⽉間の平均再⽣回数は 60 回程度である。

以上より、特設 LP の開設は、普及・啓発する上で⼀定の効果が期待できる可能性が⽰さ
れた。
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結論（実施におけるポイント及び課題）

実施のポイント
・“学び続ける”喜びが、どのように幼児教育の職に繋がるかをイメージできるよう視覚情報

によるアプローチを試みた。
・動画等の視覚情報を効果的に発信し普及・啓発に繋がるよう、特設 LP、YouTube、フラ

イヤーを連携させ⼀体的に運⽤した。
・幼児教育に関するポジティブな体験と社会的イメージとの乖離を埋める動画を調査デー

タに基づき制作・発信した。

課題
・配信期間：採択後 1 ⽉までの限られた期間での実施と検証でのため、⼗分な検証ができた

とは⾔い難い。引き続き配信していくとともに、⼊試状況等も含め経年的・継続的に効果
検証を実施していく必要がある。

特設 LP

動画 フライヤー
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取組名：A2【⾼校での授業（出前授業）による職の魅⼒発信】
（上村 明）

実施時期：2024 年 7 ⽉、9 ⽉、10 ⽉ほか

概要（取組内容及び実施体制）
本取り組みは、⾼⼤連携事業の⼀環と出前授業を通じて、地元の⼩中⾼⽣に幼児教育の重

要性、幼稚園教諭としての実践的な側⾯などを紹介する授業を提供することを⽬的とした。 
授業は、事業全体を通じて得られたデータをもとに⽣徒が求める情報を中⼼に構成し、幼

児教育の社会的イメージから他に進路を変更する⼀定数の⼩中⾼校⽣に向けてその情熱を
再燃させることを⽬指した内容となっている。なお、地元の⾼校⽣だけでなく⼩中学⽣も受
講できるよう市川コンソーシアムと連携し申し込みできる体制を整えた。

実施体制については、企画・分析・効果検証担当者が中⼼となり、web 調査および各取り
組み（A〜K）担当者からの報告に基づき授業内容を作成し実施した。実施先（⾼校）との
調整は、⾼⼤連携⽀援室、地域連携センター（市川コンソーシアム）、⼊試・広報センター
が中⼼となり実施した。

⽅法（対象及び効果検証の⼿法）
2024 年 7 ⽉から 10 ⽉までの期間で地元の⾼校 5 校（公⽴ 3 校 私⽴２校）を対象に実施

した。プログラムの実施後、参加者に対して質的アンケートを実施した。
結果及び考察（実施報告及び成果）

⼩中学⽣も受講できる体制を整えたが、申し込みはなかった。
⾼校⽣を対象とした受講⽣アンケートでは、「幼児教育がいかに⼤切なのか深い学びにつ

ながった」、「幼い頃の⼤⼈の関わりや環境が、その後の⼈⽣に⻑く⼤きな影響をもたらすこ
とが理解できた」、「⼤変そうという印象があったが、処遇⾯等でも少しずつ改善されている
ことがわかり安⼼した。乳幼児期は重要なので、⽇本の保育や幼児教育も待遇や働きやすさ
も国際基準並みにどんどん改善されたら良いなと感じた」などの意⾒が寄せられた。

結論（実施におけるポイント及び課題）

実施のポイント
・幼児教育の重要性と社会的インパクトについてエビデンスを⽤いて教授した。
・調査データに基づき幼児教育に関するポジティブな体験と社会的イメージ（ネガティブな

印象）との乖離を埋める内容を授業内容に盛り込んだ。

課題
・⼩中学⽣に特化した体験教室の検討、および市場調査等により情報収集が求められる。
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⾼校での授業（出前授業）の資料の⼀部
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取組名：A3【⼤学での授業（体験授業）による職の魅⼒発信】
（⽥島 ⼤輔・⽮藤 誠慈郎）

実施時期：2024 年 7 ⽉〜8 ⽉・10 ⽉〜12 ⽉

概要（取組内容及び実施体制）
⾼校⽣が保育者養成課程の授業を体験することで、幼稚園教諭及び養成校に対する興味・

関⼼を⾼める⽬的で⾏った。⾼校に赴く出前授業と異なり、協定校を中⼼とする近隣校の⾼
校⽣が学校単位で⼤学で受講するものである。講義は学科教員が担当し、⾼校との調整や受
け⼊れ態勢については、⾼⼤連携⽀援室、⼊試・広報センターが中⼼となって実施した。

体験講座では、⼦どもに対する理解や幼児教育の現場での実際の事例や基本となる視点
を学ぶことで、専⾨性を深めていく機会を提供した。また養成施設の⾒学、実際の授業参加
を実施し、⾼校⽣が養成校教員や学⽣と⼀緒に授業を、受け学び、保育者養成校の授業の実
際や幼稚園教諭へのイメージがもてるように⾼校⽣・養成校⽣の交流を図った。

＜講義＞
⽇程 内容 概要

8 ⽉ 7 ⽇
夏の探究講座 68 名
（保護者 11 名）参加

学科説明・探究講座「遊びを通した学びとそれ
を⽀える保育の専⾨性」として授業を実施。

12 ⽉ 18 ⽇
千葉県⽴⼋千代⾼校の
⾼⼤連携⾒学会

千葉県⽴⼋千代⾼校 普通科・家政科 1 年⽣授
業参加及び施設⾒学を⾏う。

＜⾒学会＞
⽇程 内容 概要
7 ⽉ 11 ⽇ ⼤学説明会 和洋国府台⾼校の学⽣に説明会を開催
10 ⽉ 7 ⽇ 東京都⽴

忍岡⾼等学校⾒学
都⽴忍岡⾼等学校の学⽣に施設⾒学を⾏う。

10 ⽉ 8 ⽇ 茨城県⽴
⼟浦湖北⾼等学校⾒学

茨城県⽴⼟浦湖北⾼等学校の学⽣に施設⾒学を
⾏う。

10 ⽉ 22 ⽇ 千葉県⽴
千城台⾼等学校⾒学

千葉県千城台⾼等学校の学⽣に施設⾒学を⾏
う。

10 ⽉ 24 ⽇ 千葉県⽴
市川南⾼等学校⾒学

千葉県⽴市川南⾼等学校の学⽣に施設⾒学を⾏
う。

11 ⽉ 5 ⽇ 千葉市⽴
千葉⼥⼦⾼等学校⾒学

千葉⼥⼦⾼等学校の学⽣に施設⾒学を⾏う。

12 ⽉ 17 ⽇ 和洋国府台中学校⾒学 和洋国府台中学校の学⽣に施設⾒学を⾏う。
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⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、協定校を中⼼とする⾼校⽣である。⾼校⽣の参加⼈数及び参加後のアンケートを
効果検証の指標とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 ⾼校⽣のべ 68 ⼈から得たアンケート結果を以下に⽰す。 

 
 

 いずれの質問に対しても「とてもよく当てはまる」「あてはまる」に約 90％回答してお
り、⾒学・体験授業の取り組みが幼稚園教諭及び養成校に対する興味・関⼼を⾼めるとい
う⽬的が概ね達成されたことが読み取れる。⾃由記述では、「⼦どもへどう接すれば、よ
り豊かに育つことが出来るのかがわかり、これからに活かしていきたい」や「⼦どもの⼀
つ⼀つの⾏動はいろんなことを学んでいることがわかった」、「今⽇の話をきいて⼦どもへ
の考え⽅がすごく変わった」また授業参加や⾒学会でも、「（実際の）⼦どもたちのことを
考えて授業をしていて、わかりやすい」や、「とっても楽しかった、毎⽇授業を受けたい
なと思いました」、「実際の施設を⾒てイメージが湧いてきた」などの回答があり、⾒学や
体験授業の取り組みが効果的であることが⽰された。 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・実際の修学イメージや⾒通し：実際のイメージを広げる視点になり、幼稚園教諭及び養成

校に対する興味・関⼼をもてる企画となった。また⼦どもや幼稚園教諭の視点から学べ、
専⾨性に触れる機会となった。 

・学内連携：⾼校との調整窓⼝（本学では⾼⼤連携⽀援室）と連携した。 
 
課題 
・⾼校⽣が⾒学時に授業に参加できるようにするためには、時間帯を⼯夫する必要がある。 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今後同様の企画があれば参加してみたい

幼児教育の「職」（幼稚園の先⽣など）に…

幼児教育への興味や関⼼が⾼まった

⾼校⽣：とてもあてはまる 全くあてはまらない
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取組 B オープンキャンパスなどを活⽤した⼩中⾼⽣向け模擬授業や個別相談

取組名：B1【オープンキャンパスを通じた職の魅⼒発信】
（⾦井 智恵⼦）

実施時期：2024 年 7 ⽉、8 ⽉

概要（取組内容及び実施体制）
「オープンキャンパス」では、主に⾼校⽣を対象に、幼児教育の魅⼒を伝える体験授業や

イベントを実施した。⾼校⽣の興味・関⼼を引き出すために、施設ツアーや個別相談会を併
せて実施した。
・7 ⽉ 21 ⽇のイベント：「保育業界で活躍する卒業⽣にインタビューしよう」では、若⼿卒

業⽣に以下の質問を投げかけ、現場でのリアルな経験や幼児教育のやりがいを具体的に
伝えた。「幼稚園教諭としての 1 ⽇の流れ」「やりがいや楽しさを感じる瞬間」「幼稚園教
諭を⽬指したきっかけや理由」などである。

・8 ⽉ 11 ⽇の体験授業：「⼼配ごとも丸ごと解決！⾳楽授業ダイジェスト」では、⾳楽を活
⽤した教育活動の魅⼒を伝える内容を実施した。参加者は、⾳楽を通じて⼦どもの成⻑
を⽀える教育の魅⼒を体感し、教育者としての役割を学んだ。

・8 ⽉ 25 ⽇の体験授業：「発達障害について学ぼう」では、多様な⼦どもたちの可能性を引
き出し、成⻑を⽀える幼児教育の重要性を学ぶ内容を展開した。特に、発達障害への理
解を深めることが、現場での実践⼒に繋がることを伝えた。

・施設ツアー：養成校の教育環境や学びの内容を実際に体感する機会として、⾼校⽣が養成
校⽣による施設案内や質疑応答を通じて、幼児教育の学びや実践について具体的なイメ
ージを持てる場を提供した。

・個別相談会：進路に迷う⾼校⽣⼀⼈ひとりの興味や疑問に寄り添い、教員と養成校⽣が丁
寧に対応した。幼児教育の魅⼒や進学後の意義を個別に伝えることで、進路選択のサポ
ートを⾏った。

実施体制は、こども発達学科の教員および養成校⽣が中⼼となった。

⽅法（対象及び効果検証の⼿法）
対象は、7〜8 ⽉のオープンキャンパスに参加した⾼校⽣と保護者（113 組）。オープンキ

ャンパス終了後、参加者を対象に量的・質的アンケートを実施し、50 名から回答を得た。
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結果及び考察（実施報告及び成果）
アンケート結果から、オープンキャンパスの満⾜度はおよそ 100%（満⾜ 98%、普通 2%）

と⾼評価を得た。参加者からは「体験授業を通じて学びが得られた」「設備が充実しており、
幼児教育について学びやすい環境だと感じた」「養成校⽣の話を直接聞けて、幼児教育に進
みたいと思った」との意⾒が寄せられた。

これらの結果は、イベントや体験授業が幼児教育の魅⼒を伝える効果的な⼿段であった
ことを⽰している。

結論（実施におけるポイント及び課題）
実施のポイント
・体験型プログラムの効果：体験授業や卒業⽣のエピソードは、幼児教育の魅⼒を具体的に

伝える上で有効である。
・個別対応の重要性：個別相談会で、⾼校⽣⼀⼈ひとりの疑問に丁寧に対応することで、理

解と進路選択を⽀援が可能となった。
・現役学⽣との交流：養成校⽣による案内や質疑応答は、進学後の学⽣⽣活をイメージする

ための効果があった。

課題
・参加者層の多様化：⾼校⽣以外（例：⼩・中学⽣）への対応内容の検討が必要である。
・集客の強化：もっと多くの⼈に参加してもらうため、広報の強化や SNS の活⽤、新たな

集客⽅法の模索が求められる。
これらの成果と課題を踏まえ、次年度も効果的なプログラムを企画・運営し、幼児教育の

魅⼒をさらに広く発信していきたい。

⼤学でのオープンキャンパスの様⼦
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取組 C 養成校⽣、現職教諭等との多層型交流の機会の設定

取組名：C1【多層型交流による保育実践ワークショップ】
（甲斐 万⾥⼦・⼤神 優⼦）

実施時期：2024 年 7 ⽉・10 ⽉・11 ⽉

概要（取組内容及び実施体制）
⾼校⽣に保育者養成校の授業や⼤学⽣活を紹介し、幼稚園教諭及び養成校に対する興味・

関⼼を⾼める⽬的で、当初は⾼校⽣が養成校⽣と⼀緒に保育現場を訪問することを計画し
ていた。しかし、⾼校側から、「保育体験は⾼校でもできるので、それよりも⼤学ならでは
の学びの経験の⽅が望ましい」というご指摘があったため、⼤学でのワークショップを中⼼
として⾼校⽣・養成校⽣の交流を図った。

外部講師を招いて３種類のワークショップを実施した。⾼校⽣が⼤学⽣と⼀緒に⼦ども
の⽴場になって遊び、現場で実践する上での注意点や鍵となる視点を学ぶことで、専⾨性を
深めていく機会を提供した。各ワークショップの概要は以下の通りである。

各回とも、当⽇は外部講師が主となって進⾏し、該当分野の学科教員が適宜サポートする
体制で実施した。なお、⾼校との連絡や⾼校⽣の当⽇の誘導等については、本学⾼⼤連携⽀
援室の協⼒を得た。なかでも 10 ⽉のワークショップは、⾼⼤連携⽀援室の仲介で予め⽇程
を調整したため、⾼校から家庭科教員３名が引率する形で、⾼校の保育基礎コースの⽣徒が
クラス単位で参加することができた。

⽅法（対象及び効果検証の⼿法）
対象は、本学の協定校である⾼校の⽣徒と養成校⽣１〜４年⽣である。⾼校⽣の参加⼈数

及びワークショップ後のアンケートを効果検証の指標とした。

日程 テーマ（外部講師） 概要

7⽉17⽇
⼿遊び・歌遊び
（荒巻 シャケ ⽒）

保育シンガーソングライターを招き，⼦どもと⼀緒に
⼿遊びや歌遊びを楽しむための考え⽅や⼯夫を体験し
ながら学ぶ

10⽉21⽇
即興演劇
（絹川 友梨 ⽒）

即興演劇の専⾨家を招き，演劇の技術を使った遊びを
通して，「イエス・アンド」をキーワードに，⼦ども
の表現を受け⽌め，広げる視点と⼯夫を学ぶ

11⽉11⽇ パネルシアター
（松家 まき⼦ ⽒）

パネルシアター作家として活躍する専⾨家を招き，パ
ネルシアターを現場で効果的に展開する様々な技法を
学ぶ



和洋女子大学 地元で「学ぶ・続ける」幼児教育－ライフステージに合わせたアプローチ－ 

24

結果及び考察（実施報告及び成果）
⾼校⽣のべ 21 ⼈・養成校⽣のべ 414 ⼈の計 435 ⼈から得たアンケート結果を以下に⽰

す。

いずれの質問に対しても「とてもよく当てはまる」「あてはまる」と 80%以上が回答し
ており、本取組の幼稚園教諭及び養成校に対する興味・関⼼を⾼めるという⽬的が概ね達
成されたことが読み取れる。⾃由記述では、⾼校⽣から「初めて会った⼤学⽣と活動する
のはとても緊張したが気軽に話しかけてくれて嬉しかった」「⼤学での学びがとっても楽
しみになりました！！」、養成校⽣から「先輩と⼀緒にやることで学ぶことが沢⼭ありと
ても楽しく遊ぶことが出来ました」などの回答があった。また、講師からも⾼校⽣が参加
する効果について指摘があり、ワークショップ形式での多層型交流が効果的であることが
⽰された。

結論（実施におけるポイント及び課題）
実施のポイント
・創造性を育む実践的学び：個々のアイデアを引き出し、尊重し合い、広げる視点を学び深

められる企画とした。
・⾼⼤接続及び地域連携：地元の⾼校と連携し、⾼校で培った⼒が⼤学や将来において、い

かに発展し⽣かされるのかをイメージできる企画を開催した。
・学内連携：⾼校との調整窓⼝（本学では⾼⼤連携⽀援室）と連携した。
課題
・⾼校⽣が参加しやすくするためには、開催時期や時間帯を⼯夫する必要がある。
・企画段階から⼤学・⾼校間で調整できるのが望ましい。予算の問題があるが、年間スケジ

ュールに組み込める時期から計画できると良い。



 
 
 
 
 
 
 

第２章 各取組の実施内容及び成果 
②養成校⽣を対象としたキャリア形成⽀援 
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取組 D OB／OG などとの交流会 
 
取組名：D1【ロールモデル（若⼿ OG）との交流】 

（上村 明） 
実施時期：2024 年 7 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 

本取り組みは、現職教諭として活躍する卒業⽣（以下、OG）・養成校⽣・⾼校⽣の交流の
機会を設定することで、養成校⽣と⾼校⽣が親近感を持てるロールモデルを⾒つけ、幼稚園
教諭の具体的なイメージを形成できるようにすることを⽬的とした。 

このロールモデル（若⼿ OG）との交流は、若⼿ OG と幼児教育・保育領域に関⼼にある
⾼校⽣を⼤学に招き養成校⽣を交えて座談会⽅式で実施した。多層的交流を図ることで、養
成校⽣や⾼校⽣が「幼稚園教諭」という職業について具体的なイメージを持ちやすくなり、
さらに将来に向けたモチベーションを⾼めやすくする狙いがある。 

実施体制は、現職者・キャリアアップ担当者と企画・分析・効果検証担当者が中⼼となり
実施した。卒業⽣への依頼はゼミ担当の教員が担当し、⼊試・広報センターと連携した。 
 

⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
2024 年 7 ⽉ 21 ⽇に、就職５年⽬までの現職教諭（若⼿ OG）を招き、座談会⽅式で実施

した。効果検証は、実施後、参加者に対して質的アンケートを実施した。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 

アンケート結果では、参加者の満⾜度は 100％であった。⾼校⽣を対象とした受講⽣アン
ケートでは、「⼤学⼊学後の様⼦や就職、公務員試験の対策⽅法など詳しく知ることができ
た」「同じ⼤学・学科の先輩と就職先で⼀緒に働けるのは⼼強いと思った」「⼤変というイメ
ージがあったので保育の道に進学するか迷っていたけど、先輩⽅のお話を聞いて安⼼した。」
などの意⾒が寄せられた。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・現職の若⼿教諭（OG）、養成校⽣、⾼校⽣の多層的交流の機会を設定し、養成校⽣および

⾼校⽣のキャリアイメージの形成を⽀援した。 
・インタラクティブな形式により、参加者同⼠が意⾒を交換したり、現職教諭に気軽に直接

質問したりできる場を設定した。 
 
課題 
・終了後に個別の相談を希望された⾼校⽣・養成校⽣もいたため、全体での座談会交流だけ

でなく、個別に相談できる機会の設定も検討したい。 
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取組名：D2【ロールモデル（⼦育て中の OG）との交流】 
（⼤神 優⼦） 

実施時期：2024 年 12 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 ⼦育て中の卒業⽣が⼤学に相談に来た際の会話から、急遽実施に⾄った企画である。養成
校⽣の⾝近なロールモデルとして、育休中の卒業⽣を⼦どもとともに⼤学に招き、卒業⽣親
⼦と養成校⽣の交流を図った。卒業⽣の在学時を知る教員が窓⼝となり、卒業⽣側の発起⼈
と連携した。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、養成校⽣ 3 年⽣である。複数回の実習を経て卒業後の進路を考える時期であり、
就職後のライフステージをイメージできるようになることを⽬的とした。本学でも初めて
の企画であったためやや⼈数を絞り、参加親⼦（卒業⽣）計 17 ⼈（うち⽣後 3 か⽉〜5 歳
の⼦ども 10 ⼈）に対し、養成校⽣ 10 ⼈が参加し、会場準備等を担った。アンケートを効
果検証の指標とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 養成校⽣のアンケートでは、⼦ども達とのかかわりを楽しみつつ、「⼦どもの性格を理解
した上でのお⺟さんの伝え⽅」など、⼦育て中の先輩の様⼦を将来を考える参考にしたこと
がうかがえた。ただし、「もう少しお⺟さんと話せたらより良かった」とのコメントから、
参加⼈数や時間配分には再考の余地がある。 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・⼤学会場における備品や教材の活⽤：⼤学で開催し、椅⼦や玩具等も学科の備品を利⽤す

ることで、養成校⽣が準備しやすかった。 
・育休中を活かした平⽇開催：平⽇の⽅が、親⼦はきょうだいを預けて外出しやすく、養成

校⽣にとっても授業の合間に参加しやすかった。 
課題 
・親⼦に対する養成校⽣の⼈数バランス。親⼦と同⼈数かそれ以上いた⽅が、話を聞くこと

に専念しやすいかもしれない。 
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取組 E 適切な職業紹介事業などの普及啓発 
 
取組名：E1【進路⽀援センターを中⼼としたキャリア形成⽀援】 

（⼤神 優⼦） 
実施時期：通年 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 学科の担任等と連携しつつ、進路⽀援センターの専任職員が中⼼となって就職に向けた
個別⽀援を⾏った。公務員講座は 1 年次から受講できるが、個別対応は 3 年次後期の全員
の個別⾯談から本格的にスタートする。ここから内定獲得まで⼀⼈あたり平均 5 回、卒業
まで⼀貫して様々な個別⽀援を実施した：進路相談、幼保データベース（紙ファイル含む）
の活⽤⽅法、どの⾃治体に応募するか（公⽴志望者）、園⾒学をいつ・どのように⾏うか（私
⽴志望者）、応募書類添削、作⽂・⼩論⽂対策、⾯接練習等。利⽤頻度やタイミングは希望
によるが、熱⼼な学⽣は、進路⽀援センターや学科教員を繰り返し訪問していた。 

個別⽀援以外にも幼保希望者のみの特別講座として、7 ⽉に学科教員による幼保就職ガイ
ダンス、8 ⽉に⾃治体職員経験者による⾯接練習や書類作成指導を実施した。1 ⽉下旬には、
4 年⽣による内定者報告会（3 年⽣対象）を予定している。なお、3 ⽉には講座形式の⾯接
対策、オンデマンドでの作⽂、作⽂・⼩論⽂対策も実施予定である。 
 卒業後も個別相談は可能であり、⼤学の幼保データベースから既卒⽣案件へアクセスで
きるようシステム調整も⾏った。⼤学 HP の他、卒業時に周知する。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、養成校⽣ 4 年⽣（卒業年次⽣）及び既卒⽣である。該当者⼀⼈あたりの就職⽀援
の利⽤状況及び幼児教育・保育職への就職率を効果検証の指標とした。 
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結果及び考察（実施報告及び成果） 
 該当者に対しては 100％の⽀援を⾏った。既卒⽣も数名ではあるが利⽤があった。学科発
⾜以来、就職志望者は 100％の⼊職率であり、なかでも幼児教育・保育にかかわる職につく
割合が⾼い。今年度の幼保就職率も 90％を⾒込んでいる。 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・就職⽀援の職員と学科教員との連携：情報共有・相談を随時⾏った。 
・多様なニーズへの個別対応：対⾯・オンラインを組み合わせて⽀援した。また、内定獲得

に時間を要する養成校⽣については、本⼈了承のもと保護者の協⼒も得た。 
・既卒⽣からの情報収集：卒業後の個別相談だけではなく、就職担当者としての⺟校訪問等

も利⽤して、働く場所としての園の状況を把握し、情報の更新及び提供を⾏った。 
課題 
・進路を変更する養成校⽣への対応：本⼈の適性及び進路変更理由に応じたフォローが必要

である。 
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取組 F 周辺幼稚園等からの PR 機会の設定など、⾃治体が実施する⼈材確保施
策（マッチング、UIJ ターン等）と連携したキャリア⽀援 

 
取組名：F1【⾃治体と連携した就職マッチング・プラットフォーム形成の試み】 

（⼤神 優⼦） 
実施時期：7 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 私⽴幼稚園・保育施設合同就職説明会「幼保就職ナビ in いちかわ」を実施した。市川市
及び⼤学コンソーシアム市川（※）産官学連携プラットフォームのキャリア⽀援部会が主催
しており、会場は保育者養成課程をもつ⼤学の持ち回り制である。進路⽀援センター及び学
科教員から授業を通じて周知した。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は市川市内で事業を展開している私⽴幼稚園・認定こども園・私⽴保育園・⼩規模保
育所及び就職を希望する⼤学コンソーシアム市川の養成校⽣である。既卒⽣も参加を受け
付けた。参加数（法⼈数・養成校⽣数）及びアンケートを効果検証の指標とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 市川市内で事業を展開している私⽴幼稚園・認定こども園・私⽴保育園・⼩規模保育所な
どの 30 法⼈の参加を得た。養成校⽣は 81 名（うち 27 名が本課程学⽣）であった。 
 アンケートから、「様々な園の情報、保育で⼤事にしていることを知ることができた。⾃
分が保育で何を⼤切にしたいのか、どの施設が⾃分に合っているのかを⾒極めていきたい
と思う」「気になっていた保育施設の話を聞くことができた」（養成校⽣）、「しっかりとメモ
をとり積極的に話をきいてくれ、事業者としてもうれしかった」（参加園）との声があった。 

 
※千葉県市川市に所在する 5 ⼤学が、相互に連携協⼒し地域社会の発展

に資する⽬的で、2018 年設⽴。市川市・市川商⼯会議所と産官学連携
包括協定を締結し、⼤学コンソーシアム市川産官学連携プラットフォー
ムを形成している。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・合同説明会に参加する養成校⽣が減少しているため、掲⽰物だけではなくオンラインでの

積極的案内など、各⼤学の担当者より周知を徹底した。 
・効率的に準備して説明を聞けるように、事前に参加園の⼀覧を案内した。 
・養成校⽣が安⼼して参加することができるように、会場校だけでなく各⼤学の担当者も同

⾏した。 
 
課題 
・参加者のニーズの変化への対応：SNS 世代である養成校⽣は⾃分にあった情報が⾃然に集

まる環境におり「たくさんの園がある中でどの園の説明をうかがったらよいかわからず参
加しにくい」という声もあった。意図的に参加団体を絞った⼩規模合同説明会等も解決の
⼀つになりうると想定する。ただし、近隣⾃治体を含めて多くの説明会があるために養成
校⽣が分散し、参加率の減少につながっている可能性もあるため、実施規模や回数には検
討が必要である。 

・参加者募集の⽅法：多様な園を知る機会として参加を義務づけたり低学年の参加を認めた
りする養成校もあったが、「明らかに本⼈の意志で参加していない場合が⾒受けられた」
という指摘があった。園を知る機会を保障しつつ、どのような参加⽅法が適切かを検討す
る必要がある。 

 

  



 

 

和洋女子大学 地元で「学ぶ・続ける」幼児教育－ライフステージに合わせたアプローチ－ 

34 

取組 G 幼児教育施設や幼児教育センター、他⼤学等と連携した効果的なカリキ
ュラムの開発 

 
取組名：G1【幼児教育施設と連携したカリキュラム①初年次】 

（権 泫珠・⽥島⼤輔・⽥代和美） 
実施時期：2024 年 9 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 幼児教育者・保育者を養成するこども発達学科の実践的教育プログラムとして、「保育体
験」（1 年⽣を対象としたアクティブラーニング）を実施した。⼊学後の半年間の座学を経
た夏休みに、実際に保育の現場で⼦どもの遊びへのかかわりをとおして保育の楽しさを体
感し、専⾨的な学びへの興味・関⼼が⾼まり、専⾨科⽬の学修や実習により積極的に取り組
めるようにつなげることをねらいとしている。現場の保育者の姿からその仕事の魅⼒を感
じ、幼児教育・保育への進路選択へのきっかけとなることが期待できる。 
 今年度は⼤学所在地である市川市の協⼒を得て、9 ⽉ 9 ⽇ 9：00〜12：30 に市内の公⽴
保育園９か所（⻤⾼・⼤和⽥・⾹取・⾏徳・塩焼・新⽥第 2・菅野・稲荷⽊・富貴島保育園）
で実施した。学⽣の活動をサポートし、園側と意⾒交換するため、担当教員 3 名が分担して
園を訪問した。 
 

⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、養成校⽣ 1 年⽣ 56 名と 2 年⽣ 1 名である。保育体験がより充実な学びとなるよ
う、次のとおり事前準備と事後の振り返りを実施し、これらの過程で得られたコメントとレ
ポートを効果検証の指標とした。 
①参加学⽣のグループ分けと参加する園の調べ、グループワークによる事前学習の実施。 
②7 ⽉ 13 ⽇、保育研究・実践家である宮⾥暁美⽒による特別講義（こどもの理解と保育⼠

の役割）の実施。 
③7 ⽉ 16 ⽇、受⼊れ側の市川市⽴保育園⻑らと学⽣たちとの顔合わせ、事前交流の実施。 
④9 ⽉ 9 ⽇、保育体験実施。体験終了後に園⻑との対話の時間を設け、学⽣の気づきのシェ

アおよび質問と園⻑からのフィードバック。 
⑤学⽣⾃⾝の振り返りや取り組みの効果把握のため、終了レポート作成と提出を指導。 
 

結果及び考察（実施報告及び成果） 
 実施後の学⽣たちのレポートから、⼦どもへの理解を深め、乳幼児と関わる仕事の⾯⽩
さを実感し、専⾨的な学びに向けての課題発⾒および意欲の向上がみられ、本取り組みの
意義が確認された。学⽣は、⼤学での学びと実際の⼦どもたちの姿を関連させて考え、気
づきを深め、新たな疑問や課題を発⾒しているという成果がみられた。 
 以下、学⽣の気づきや疑問に感じた具体的な内容を⼀部挙げる。 
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▸授業で学んだ 3 歳児クラスの⼦どもと実際にかかわった 3 歳児の⼦どもたちの違いを感じ、
この年齢でも⼀⼈ひとりの性格や個性が形成されていることを実感した。 

▸⼀⼈ひとりと平等に話ができ、⼦どもたちとより親密に関わることができてとても楽しかっ
た。⾏きよりも帰りの気持ちがすごく晴れやかになり、⼦どものパワーはすごいと感じた。 

▸今回保育体験に⾏き、⼦どもたちの⽬線に⾃分の⽬線を合わせることで⼦どもの⾒ている視
野を体験することができ、⼤⼈の⽬線では気にならない危険などに気がつくことができた。 

▸⼦どもが次から次へと⾊々なところに視線を向けていて、その視線が向けられた先に先⽣⽅
が考えられた環境があった。その環境は⼦どもの成⻑に合わせて作られているのだと理解
できたが、どうやったらその環境のアイデアが出てくるのだろう。 

▸⼦どもによってお昼に⾷べているものが違い、また、フォークで⾷べている⼦もいれば、お
箸で⾷べている⼦どももいてその違いが気になった。体験後の話し合いの場で、宗教の関係
で⾷べるものや配膳の違う⼦がいることや、⽉齢の差などの理由によって⾷べる⽅法・⾷器
が違うことを確認することができた。 

▸⼦どもたちはまだ⾔葉で⾃分の気持ちを上⼿く表現できないことも多いと思うが、興味を持
ったり新しいことに挑戦したりする姿に感動した。⾃分⾃⾝が⼦どもたちから学ぶことが
多いと感じ、⼦どもたちとの関わりを⼤切にしていきたいと考えている。 

▸保育体験に⾏くまで、5 歳児といっても１つの物事にみんなが集中することはできないので
はないかと私は考えていたが、今回の保育体験を通して 5 歳児でも先⽣の話をしっかりと
聞き集中して物事に取り組むこともできるのだと感じた。 

▸⼦どもが⾃ら何かに興味を持って⾏動を起こそうとしている時、どこまで⼿を差し伸べて良
いのかと気になった。 

▸お昼の時間に⼿を洗った⼈から机に座り先⽣がその順番で配膳していく形で、みんなで「い
ただきます」を⼀緒にしていなかったことが驚き。 

▸⼦どもが好きな物や⼤切なものを何でも教えにきたり、何回も⾒せにきたりするのはなんで
だろう。 

▸1 歳児クラスの⼦どもたちの外遊びはひとりで探索をしている様⼦が多く⾒受けられた。年
齢が上がっていくにつれて遊びにどのように変化があるのか、知りたい。 

 
結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
 学⽣の体験のポイントして、以下の 3 点を重視した。 
・⼦どもの好きなあそびを知る（遊びを観察したり、⾒守ったり、⼀緒に遊んだりする）。 
・⼦どもと保育者との触れ合いを通して、保育の現場を⾝近に感じる。 
・保育者とはどんな存在なのかを知る。 
課題 
・この取り組みを継続し、保育者・幼児教育者養成の導⼊教育として定着させていく。 
・学⽣の多様な気づきと学びをさらに可視化、共有化できる仕組みを検討する。 
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取組名：G2【幼児教育施設と連携したカリキュラム②⼤学での学び】 
（⼩⼭ 朝⼦） 

実施時期：2024 年 7 ⽉・11 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 

本取り組みは、「専⾨性向上を⽬指した保育現場との連携・協働による学⽣の学び―保育・
幼児教育の場とつなぐ保育実践プロジェクト―」と題し、これまで地元市川市と様々な形で
独⾃に連携してきた保育者経験をもつ実務家教員が、その関係構築の実績を活かして保育
現場と連携し、協働して養成教育の質向上を図ることを⽬的として実施している。現時点で
は正規のカリキュラムではないが、その前段階と位置付けられる。その内容のひとつとして
「保育現場に⾏くための体験型学習の場となるワークショップの企画・実施」をすることと
し、今年度は、プレ開催 7 ⽉、本開催 11 ⽉として 2 回実施した。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 

7 ⽉は、保育シンガーソングライターの荒巻シャケ⽒による「あそび実践から考える 〜
⼦どもと⼀緒に創ることの⾯⽩さ〜」、11 ⽉は、パネルシアター作家および実演家の松家ま
きこ⽒による「パネルシアターの世界はおもしろい！ たのしい！」を開催した。対象は、
養成校⽣ 1〜4 年⽣である。効果の検証として、ワークショップ終了後に量的・質的な web
アンケートを実施した。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 

２つのワークショップは、参加者との対話形式で実施され、講師と学⽣、学⽣たち同⼠で
交流を深めながら楽しむことができた。ワークショップを実施した後も、多くの養成校⽣か
ら「保育実践で取り⼊れてみたい」「同じものを製作して演じてみたい」といった声が寄せ
られ、体験型の学びの重要性を改めて理解できた。 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・⼦どもの視点で楽しむ：保育を学ぶ学⽣として、⼦どもの視点で楽しむ体験型のワークシ

ョップから学ぶことができた。 
・養成校⽣主体の学び：保育実践・実習などで“⼦どもと⼀緒に楽しみたい！”という学びの

意欲につながった。 
 
課題 
・フォローアップ強化：ワークショップ実施後に、関連する取り組みを学科教員で企画・実

施し、より深い学びがある取り組みにしていくことによって、学びの向上につながる。  
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＜荒巻シャケ⽒のワークショップの様⼦＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜松家まきこ⽒のワークショップの様⼦＞ 
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取組名：G3【幼児教育施設と連携したカリキュラム③現場での学び】 
（⼩⼭ 朝⼦） 

実施時期：2024 年 8〜9 ⽉・11〜12 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 

本取り組みは、「専⾨性向上を⽬指した保育現場との連携・協働による学⽣の学び―保育・
幼児教育の場とつなぐ保育実践プロジェクト―」と題し、これまで地元市川市と様々な形で
独⾃に連携してきた保育者経験をもつ実務家教員が、その関係構築の実績を活かして保育
現場と連携し、協働して養成教育の質向上を図ることを⽬的として実施している。また、養
成校⽣の学びとキャリア形成を⽀援することを⽬指している。現時点では正規のカリキュ
ラムではないが、その前段階と位置付けられる。そのひとつとして「市川市内の公⽴幼稚園・
保育園での保育実践の計画・実施」があり、希望する養成校⽣が市川市の公⽴幼稚園・保育
園の 9 園にて保育実践を実施した。養成校⽣が保育現場で保育実践を⾏った後、養成校⽣
と保育者で保育実践の振り返りを実施した。 

養成校⽣は、科⽬評価とは関係なく、⼦どもとの関わりや⾃分がしてみたい保育実践がで
きることや、それまで学んできた保育に関する机上の学びと実践の学びを結びつけること
ができる点で、積極的に楽しみながら学ぶ機会となった。教育・保育施設の⽅々にも、本取
り組みの趣旨にご賛同いただき、養成校⽣と保育者との交流も深められた。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 

4 ⽉に希望する学⽣をリクルートして、8〜9 ⽉に第 1 回保育実践を実施して、⾃由遊び
の中での保育参加や部分保育実践を⾏った。11〜12 ⽉に第 2 回保育実践を実施して、企画・
準備から実務家教員と相談しながら進め、トーンチャイムの演奏、パネルシアター、⼤型絵
本などを活⽤したミニミニ集会や、⽊製玩具や⼈形遊び、構成遊びが楽しめる遊びの広場を
⾏った。効果の検証は、参加した養成校⽣は、7 ⽉に事前意識調査、各保育実践後に事後意
識調査を実施した。保育者は、各保育実践後に事後意識調査を実施した。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 

8〜9 ⽉の保育実践は、初めての取り組みで緊張している学⽣が多かったが、保育者に迎
え⼊れられ、⼦どもとの関わりの中で多くの笑顔が⾒られた。11〜12 ⽉は、学⽣同⼠で話
し合いながら企画・準備を進めて保育実践をすることで、楽しみながら取り組むことができ
た。参加した養成校⽣からは、「また、やりたい」「今度は〜をしてみたい」など、振り返り
を次につなげていきたい意欲が感じられる声が寄せられ、協⼒してくださった保育者から
は「私⾃⾝が学びになった」「⼦どもたちがとても喜んでいた」といった感想をいただいた。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・⾃由な思いで取り組める保育実践：養成校⽣が科⽬評価のない中で、⼦どもと関わったり、

保育実践を無理なく楽しくできる機会となった。 
・養成校⽣主体の学び：⾃分が製作した⼈形や児童⽂化財を試したりする姿があり、その後

の実習にも役⽴てることができた。 
 
課題 
・授業時間との兼ね合い：特に 11〜12 ⽉の第 2 回保育実践については、学内授業が同時進

⾏であるため、開催⽇に関しての調整が必要である。 
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取組名：G4【地元の親⼦を対象とした実践カリキュラム】 
（⾦井 智恵⼦） 

実施時期：2024 年 10 ⽉、12 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 「みつばちクラブ」は、地域連携型インクルーシブ教育⽀援カリキュラムの構築とその有
効性の検証を⽬的としている。また、養成校⽣の学びとキャリア形成を⽀援することを⽬指
している。 
 本カリキュラムは、地元の幼児と保護者を対象に、①リモート形式と②⼤学での対⾯形式
で実施した。リモート形式では、養成校⽣が季節に応じた制作活動の動画を作成し、保護者
向けに「発達障害の⼦どもの特徴」「偏⾷」をテーマとする動画を提供した。対⾯形式では、
社会的スキル向上や⼦育て⽀援を⽬的とした活動を実施した。養成校⽣が作成した指導案
に基づき、実践的なプログラムを展開した。 
 この取り組みにより、⼦どもの社会的スキル向上や保護者の育児ストレス軽減が期待さ
れるとともに、養成校⽣に対しては、発達特性への理解を深める学びや現場スキル習得の機
会を提供した。事前ガイダンスや活動後の反省会を通じて、養成校⽣の教育効果を⾼める⽀
援体制も整えた。 
 実施体制は、公認⼼理師（発達臨床専⾨教員）、幼稚園教諭（幼児教育専⾨教員）、養成校
⽣が連携し、それぞれの専⾨性を活かした形で展開している。 
 

⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は地元の幼児と保護者（①3 名 ②8 名）、および実習経験のある養成校⽣（こども発
達学科 4 年⽣：9 名）。幼児と保護者の募集は 2024 年 7 ⽉から関連機関および⼤学 HP を
通じて⾏った。プログラムの実施後、参加者と養成校⽣に対して量的・質的アンケートを実
施した。 
 

結果及び考察（実施報告及び成果） 
 ①リモート形式の動画について、テーマの理解度と有効性が 100％と評価された。参加者
からは「偏⾷への対応⽅法が学べた」「⼦どもの発達について理解が深まった」との意⾒が
寄せられた。②対⾯形式では、参加者全員が「次回も参加したい」と回答した。「専⾨家へ
の相談で安⼼感を得た」「養成校⽣の対応が良く、⼦どもも満⾜していた」との声が寄せら
れた。 
 養成校⽣アンケートでは、発達障害と⽀援⽅法の理解度が 100％であり、「実践が深い学
びにつながった」との肯定的な意⾒が寄せられた。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・柔軟な形式の活⽤：リモートと対⾯を組み合わせ、多様なニーズに対応した。 
・養成校⽣主体の学び：養成校⽣が指導案を作成・実践し、現場スキルを習得できた。 
・保護者⽀援：発達特性や⼦育てに関する情報提供で保護者の安⼼感が向上した。 
 
課題 
・参加者数の拡⼤：広報⽅法を⾒直し、より多くの親⼦が参加できる環境を整備する必要が

ある。 
・フォローアップ強化：オンライン相談会の実施やフォローアップ資料の配布など、継続⽀

援体制を構築する。 
 
⼤学での実践カリキュラムの様⼦ 
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取組名：G5【地元⾃治体と連携した実践体験】 
（⽮萩 恭⼦） 

実施時期：2024 年 11 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
「⻘少年相談員」活動は、本学の地元⾃治体である市川市⻘少年相談員連絡協議会により

実施されている、スポーツ、野外活動等を通した体験学習、ボランティア活動を通した社会
参加活動など、幅広い⻘少年健全育成活動を指す。今回の実践体験は、保育者養成校におけ
る学⽣の学びとキャリア形成を⽀援することを⽬的として、第 2 地区により毎⽉⾏われて
いる当該活動に参加したものである。市川市⽴⼩学校の参加申込学童を対象に、市内の歴史
的・⽂化的名所の⼀つである⼿児奈霊神堂を会場として、焼き芋とフィンランド発祥の競技
モルックを楽しむというプログラム内容であった。学⽣は、プログラム開始前の打ち合わせ
に参加し、受付や芋洗い、焼き芋準備、モルック、その他の持ち場を分担、養成課程で培っ
たコミュニケーション⼒で低学年から⾼学年までの児童や家族、市⺠ボランティアの⽅々、
本学卒業⽣などとすぐに打ち解け、積極的にボランティア活動に参加した。 

この取り組みにより、児童が地域の多様な⼈々と出会い、関わり、楽しさを共有すること
が期待され、学⽣は、就学後の⼦どもと直接関わることにより、幼児期からの発達の連続性
を考え、児童理解を深める機会を得た。 

実施体制は、第 2 地区代表の⼩学校⻑と養成校教員が連携して⽇程等調整を⾏い、校⻑
を初めとする地域の⻘少年相談員の⽅々、⻑年当該活動に携わってきた本学卒業⽣、在学⽣
及び教員との協⼒体制の下に実施された。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 

対象は地元市川市内⼩学校 2 校の学童約 40 名、及びこども発達学科 3 年次在学⽣ 6 名と
卒業⽣ 2 名。本実践は、在学中より当該活動に参加する、現職の幼稚園教諭・地⽅公務員と
して幼児教育・児童福祉に携わる卒業⽣との連携により実現し、在学⽣に対しては、実践体
験後の参加レポートを基にゼミ授業にて振り返りを⾏った。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 

児童は、初対⾯の学⽣と関わる様⼦やしぐさ、表情、⾔葉などから、学⽣に⼼を開き、信
頼を寄せている姿が観て取れた。保護者も他の⻘少年相談員と同じように学⽣と会話し、我
が⼦を託していた。特に、学校ではその⾔動が気になるだろう児童や保護者と接する場⾯で
は、保育の専⾨性を発揮し、その⼦のよさやありのままを受け⽌める援助が認められた。振
り返りでは、児童が、地域の⼤⼈や異学年同⼠、他の⼩学校の児童と交流する経験の意義、遊
びを通して相⼿の気持ちを思い協⼒することの学び、さらには、地域連携の重要性への気づきな
どがあった。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・学童との交流実践： 

幼⼩接続の意義や接続期のカリキュラムに関する⼤学での学びを実践的に深められた。 
・地域との連携： 

幼稚園教諭養成課程をもつ養成校が地域の活動に参加することを通じて保育の専⾨性を
発揮した。 

・在学⽣と卒業⽣との協⼒： 
現職で活躍する卒業⽣との関わりから、キャリアモデルについて学ぶ好機となった。 

 
課題 
・養成校と地域との連携の継続性： 

より多くの学⽣に活動の意義を伝え、参加の機会を保障していく必要がある。 
・社会に開かれた教育課程の実現： 

学校教育関係者、地域住⺠ボランティア、学童、きょうだい、保護者、若者などの世代 
間交流を促進する活動を通して保育者養成のより⼀層の周知を図り、その効果を検証し 
ていく。 

 
 
「⻘少年相談員活動（焼き芋＆モルック）」の実践の様⼦ 
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取組 H 複数園での実習の推奨 
取組名：H1【進路を⾒据えた複数園での実習経験の共有】 

（⽥島 ⼤輔） 
実施時期：2024 年 11 ⽉ 
概要（取組内容及び実施体制） 
 複数の実習を経験した養成校⽣が実習後に実習報告会を開催し、異なる園での取組を⽐
較できるようにすると共に、幼児教育の魅⼒を体験してきた学⽣⾃らが発信することによ
り幼稚園教諭に対する興味・関⼼を⾼める⽬的で⾏った。また実習の実際を⾝近なロールモ
デルから学び、今後の⾒通しを持てるように、異学年での交流も⽬的としている。 
 報告会では、教材や⽇誌などの実際の資料を基に体験した学⽣と対話できるようにグル
ープになり、実習に対するメージが構築できるように交流を図った。また事前・事後学習を
⾏える様に授業⽀援システム manaba で資料を共有し、いつでも⾒返せるようにもした。 
 また報告会を開催する事前指導として、昨年度主催者を経験している学⽣と交流できる
ようにし、報告会のポイントなどを聞くことにより、報告会を⾏う学⽣側も経験から学びを
得られた。 
 なお、当⽇の進⾏誘導等も学⽣主導で⾏い、実習担当の学科教員が適宜サポートする体制
で実施し、本学科の教員全員が参加した。学⽣は実習指導や実習の準備教育として位置づけ
ている。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、本学の学⽣である。実習報告会の参加⼈数及び参加後のアンケートを効果検証の
指標とした。 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 １〜３年⽣ 187 ⼈から得たアンケート結果を以下に⽰す。 
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 いずれの質問に対しても「とてもよく当てはまる」「あてはまる」をあわせると約 80％
が回答しており、報告会の取り組みが幼稚園教諭及び養成校に対する興味・関⼼を⾼める
という⽬的が概ね達成されたことが読み取れる。⾃由記述では、「実習について不安に思
うことが多くありましたがとても細かい質問でも丁寧に答えていただいたので不安を少し
なくすことができました」や「それぞれの園や施設について充実した情報を得ることがで
きた」、「先輩⽅と関わる機会になったとともに、実習の実体験のお話を聞くことが出来て
有意義な時間になりました」。「⾃分の未知の世界であるため漠然とした不安があったが、
気持ちが軽くなると同時に意欲が湧いた。実習を楽しみながら頑張りたいと思う」などの
回答があり、報告会の取り組みが効果的であることが⽰された。 

結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・体験の発信と双⽅向の学びの促進：学⽣同⼠が各園での取り組みや実習内容を⽐較・共 

有できる場を設けたことで、より具体的なイメージを持ちながら学びを深められる機会
とした。また、異なる園の教育実践の違いや特⾊を理解し、幅広い視野で幼児教育への
理解と関⼼を⾼めるとともに、将来のキャリア選択に対する視野を持つきっかけとなる
機会を企画した。 

・異学年交流：全ての学科の学⽣が交流出来る機会を設けることにより、それぞれの学びの
ステージで実習や幼児教育に対する興味・関⼼や専⾨性を考える企画となった。 

・学科内連携：全ての学科教員が実習に関わるため学科教員全体と連携した。 
 
課題 
・報告会での準備の仕⽅、時間の捻出の負担が過剰にならないよう配慮する必要がある。 
・このような機会は⾼校⽣にとっても貴重な機会であるため、⾼校⽣も参加しやすくするた

めの⽇程の設定や広報の在り⽅を⼯夫する必要がある。 
 
 
 
  
？ 
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取組 I 養成校⽣が⾃ら幼児教育の「職」の魅⼒を考え、発信する取組 
 
取組名：I1【⾼校⽣への学びの魅⼒発信】 

（⾦井 智恵⼦） 
実施時期：2024 年 7 ⽉、8 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 本取組は、⾼校⽣に幼児教育の魅⼒を伝え、⾼校⽣が進路選択の参考になることを⽬的と
して実施した。 
 「オープンキャンパス」養成校⽣がスタッフとして、以下の取り組みを⾏った。 
・施設ツアー：教育環境や学びの内容を体感する機会として、養成校⽣が案内や質疑応答を

通じて幼児教育の実践的な魅⼒を伝えた。 
・個別相談会：進路に迷う⾼校⽣⼀⼈ひとりの興味や疑問に寄り添い、養成校⽣が丁寧な対

応を⾏った。幼児教育の魅⼒や進学後の意義を個別に伝え、進路選択をサポートした。 
 実施体制は、事前の募集に応じたこども発達学科の養成校⽣が中⼼となった。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 オープンキャンパススタッフとして参加した養成校⽣の⼈数及びオープンキャンパスに
参加した⾼校⽣と保護者へのアンケート結果を効果検証の⼿法とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 オープンキャンパススタッフとして、のべ 21 名の学⽣が参加した。また、7〜8 ⽉のオー
プンキャンパスに参加した⾼校⽣と保護者（113 組）のうち、オープンキャンパス終了後、
50 名から質的アンケートの回答を得た。 
 アンケート結果から、「養成校⽣の話を直接聞けて、幼児教育に進みたいと思った」「養成
校⽣が丁寧に対応し、幼児教育の内容も分かりやすく教えてくれた」「養成校⽣からアドバ
イスをもらい、幼児教育が学べる学科に⼊学したいと思った」との意⾒が寄せられた。 
 これらの結果は、養成校⽣が⾼校⽣に対して幼児教育の魅⼒を具体的かつ親しみやすく
伝えることに成功したことを⽰している。また、施設ツアーや個別相談会を通じて、進路選
択を⽀援する場として有効に機能したと⾔える。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 

・養成校⽣の積極的な役割：⾼校⽣に直接関わることで、親しみやすい雰囲気を作り、幼児
教育の魅⼒を効果的に伝えることができた。 

・体験型プログラムの有効性：施設ツアーや個別相談会を通じて、⾼校⽣が具体的に幼児教
育の学びをイメージできる場を提供できた。 

 
課題 
・参加者のさらなる増加：より多くの⾼校⽣や保護者に参加してもらうため、広報活動の強

化や SNS の効果的な活⽤が必要である。 
 
 これらの成果と課題を基に、次年度以降も効果的な取り組みを推進し、より多くの⾼校⽣
に幼児教育の魅⼒を発信していきたい。 
 
⼤学でのオープンキャンパススタッフの様⼦ 
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取組名：I2【地域の⼦どもへの学びの魅⼒発信】 
（中村 光絵） 

実施時期：2024 年８⽉（2 回）、10 ⽉、11 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 ⼀連の取り組みは、保育者養成校の学⽣が⼤学での学びの魅⼒を地域の⼦どもに向けて
発信することを⽬的としている。具体的な内容は、地元の商業施設や企業、市⺠団体が主催
する⼦ども向けイベントに参加し、児童⽂化財を⽤いた公演や制作ワークショップの実施
である。イベント参加のきっかけは、主催者である企業や市⺠団体からの依頼を受けたり、
⼤学からエントリーしたりと様々であった。 
 イベントの参加⾃体にかかわる実施体制では、学科教員及び参加学⽣が中⼼となった。
⼦ども向けイベントに参加する学⽣は、都度、教員が有志学⽣を募った。各イベントの企
画の概要について担当教員が説明した後は、学⽣が内容と構成を⽴案した。担当教員は、
準備物の製作や練習場所としてこども造形実習室を開放し、イベントの内容についても、
適宜、助⾔や相談を⾏いサポートした。 
 イベント前後の発信（広報）や企業や団体との連携については、⼤学の地域連携センタ
ーおよび広報センターの職員、担当教員が連携し展開した。具体的には、各イベントの告
知の⼤学と地元企業や市⺠団体の HP および公式 SNS による発信、関連施設へのチラシの
配布等である。。商業施設でのイベントの場合は、それらに加えて館内放送での呼びかけ
やポスター掲⽰が実施された。 
 

⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象は、⼦ども向けイベントに参加した保育者養成校で学ぶ学⽣ 23 名（延べ⼈数）であ
る。各イベント終了後にアンケートや聞き取りを⾏った。 
 

結果及び考察（実施報告及び成果） 
 アンケートや聞き取りの結果、「本番では、こどもの豊かな発想溢れる⾔葉や表情が⾒ら
れて、⾃然と笑顔で実演ができました」「実習の時とは違い、友達と⼀緒に親⼦の前でとい
う環境で紙芝居を演じて⾃分⾃⾝も楽しむ事ができ、とても貴重な時間を過ごせた」「今回
紙芝居を読んで、⾃信がついたと思います。この経験を今後に⽣かして、⽬の前の聞いてい
る⼈と⼀緒に楽しんでいきたいと感じました」などの回答から、直接相⼿の反応が⾒えるこ
とで、幼児教育への動機づけや⾃信につながっていることがわかる。また、「他の団体の出
し物を⾒て、パネルシアターの演じ⽅や仕掛け・⼈形等の作り⽅がとても参考になった」「現
役の幼稚園教諭が演者として参加していて、交流を持つことができてよかった」などの回答
もあり、イベントへの参加を通じて学びの魅⼒を発信するだけでなく、地域⼈材との交流か
ら新たな学びを得る機会となった。この経験は、学⽣にとって地域つながり⼒育成にもつな
がるであろう。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・授業と連携した⼦育て⽀援への貢献：関連する授業で学⽣が考案、作成した教材を地域の

親⼦を対象に実践し、直接、反応を得ることで保育への動機づけが⾼まった。 
・地域つながり⼒の育成：地元企業や市⺠団体の⽅と交流しながらの打ち合わせやイベント

の準備・⽚付けや当⽇参加した市⺠との交流を通し、学⽣に地域の発展に貢献できる⼈材
としての⾃覚を促した。 

 
課題 
・参加⼈数が増えるほど打ち合わせや準備時間の確保が困難だったため、参加が決まった時

点で早めにスケジュールを調整する必要がある。 
・継続して学外で実践する機会を確保できると、経験による表現スキルの獲得や⼦どもと直

接かかわることで得られる幼児教育・保育職の魅⼒への気づきにつながると考えられる。 
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第２章 各取組の実施内容及び成果 
③現職教諭・離職者等を対象としたキャリア形成⽀援 
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取組 J 若⼿教諭に向けたホームカミングデーの実施や幼児教育の専⾨的知⾒に
基づく相談の対応 

 
取組名：J1【学びの場の提供：⼦育て世代へのキャリア⽀援】 

（⼤神 優⼦） 
実施時期：2024 年 12 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 卒業⽣による個⼈的な研究室や進路⽀援センターの訪問は随時受け⼊れている。イベン
トとしては、⼤学祭におけるホームカミングデーに加えて、卒業⽣インタビューで要望があ
った⼦育て中の卒業⽣に限定した⼦連れホームカミングデーを開催した（※）。担当教員と
窓⼝となった卒業⽣の間で⽇時等を調整し、開催約１か⽉前に卒業⽣ LINE を通じて参加
者を募った。会場となったプレイルームのマットレスや教材等は、学科内の教員と連携して
整備した。 

            ※取組 D2 の養成校⽣との交流と同⽇・連続で開催した。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 参加した卒業⽣に、記述を中⼼とした web アンケートへの協⼒を求めた。参加⼈数及び
このアンケート結果を効果検証の指標とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 当⽇ 1 組が体調不良で⽋席となったが、結果として、卒業後 8 年⽬の⺟親（本学卒業⽣）
7 ⼈とその⼦ども（⽣後 3 か⽉〜5 歳：きょうだい含む）10 ⼈の計 17 ⼈が参加した。また、
在学当時の担任教員もオンラインでゲストとして参加した。 
 web アンケートでは、7 ⼈全員の回答を得た。「今⽇の満⾜度」は平均 4.9 点（5 点満点）
と極めて⾼かった。⾃由記述では「今後のキャリアなどについて⾊々知れてよかった」「⼦
育ての悩みも話したり共感したりし合えて、卒業してもこんな⾵に繋がれる機会があるの
は嬉しい」と地元での繋がりや再会を喜ぶ声が多く寄せられた。⼦連れホームカミングデー
は本取組をきっかけとした初めての試みであったが、今後に向けて、定期開催や他の同窓⽣
学年グループでの開催などの希望があった。 
 教員や進路⽀援センターの職員が直接⽀援する他に、卒業年次が異なる卒業⽣同⼠や養
成校⽣が顔を合わせる交流の「場」を設定することで、様々なライフステージや働き⽅を知
り、キャリアを考える機会とすることができると考える。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・同学年・⼦連れに限定したイベント：参加者からは、全員（元）同級⽣で⼦連れ、という

今回の条件が気兼ねせずにすむ、と好評であった。 
・地元の強みを活かした会場設定：地元に留まる卒業⽣が多く、⼦連れでの参加がしやすい

⼤学での開催は歓迎された。 
・卒業⽣ネットワークの活⽤：⼤学 HP での告知よりも、毎年⼤学祭を訪問しているなど、

⺟校との接触頻度が⾼い卒業⽣を中⼼とした広報（⼝コミ）が有効であった。 
課題 
・事前申し込みによる参加者情報の把握：今回は卒業⽣の⼀⼈が取りまとめる形であったが、

今後は、web 上で必要情報を⼊⼒して申し込む形式も検討したい。企画当初は乳児のみの
数⼈規模を想定しており、きょうだいの参加を受けて、急遽幼児⽤スペースを追加・拡張
した。⼦どもの年齢、移動⼿段（ハイハイ等）、アレルギーの有無などを早めに把握して準
備する必要がある。今回の参加者から、事前に誰が参加するかわかると安⼼、というコメ
ントがあったため、申込者間の共有の⽅法とあわせて検討したい。 

・適正規模の検討：今回の参加者は、より⼩規模でも参加する（したい）という意向であっ
た。乳児・幼児のスペースの問題もあるため、実施可能な参加⼈数の検討が必要である。 
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取組名：J1【学びの場の提供：若⼿へのキャリア⽀援】 
（上村 明・⼤神 優⼦） 

実施時期：随時 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 本取り組みは、若⼿現職教諭（卒業⽣含む）を中⼼に、⼤学教員から気軽に指導を受けら
れる機会を提供することで、教員としてのキャリア形成を⽀援することを⽬的とした。なお、
卒業⽣による研究室や進路⽀援センターの訪問は随時受け⼊れている。 

開かれた学びの場として、個別の研究室訪問のほか、養成校の授業や講演会、ホームカミ
ングデーなどに招待し、若⼿現職教諭（卒業⽣含む）が⼤学教員からスーパーバイズを受け
られる機会を提供した。これらは、教育活動に対する不安や疑問を解消し、成⻑を促すこと
が期待できる。また、キャリアの⽅向性の⼿掛かりを得ることで、離職を予防し、さらなる
専⾨性の向上やモチベーションの向上につなげることができる。 
 実施体制について、全教員および進路⽀援センターが窓⼝となり随時訪問を受け⼊れら
れる体制を整えた。また、相談内容に応じて、専⾨的なアドバイスができるよう教職員間で
連携を図った。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 訪問した卒業⽣に、web アンケートまたはインタビューへの協⼒を求めた。個別を含む訪
問⼈数及びこれらの結果を効果検証の指標とした。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 個⼈的なものでは、7-12 ⽉の半年間で 20 件以上の卒業⽣の訪問があった。訪問⽬的は、
近況報告、就職先の園への⼈材確保、研修依頼、保育内容や保育現場における後輩の育成に
関する相談、進学・転職相談等、多岐にわたる。就職して 1、2 年⽬の卒業⽣が⽐較的多か
ったが、2008 年開設の本学科の 2 期⽣を筆頭に、就職後 5 年⽬以降の卒業⽣も珍しくなか
った。また、⼤学への訪問以外にも、zoom による⾯談や、実習訪問先や研修で卒業⽣から
相談を受ける例があった。 
 インタビューでは、保育現場で働く中で⼤学院への進学を含む進路変更を検討し始める
例や、キャリアステージに応じて相談内容が変わっていくことが⽰された。これらの内容の
⼀部は「先輩の声」として、特設ページにも引⽤した。 
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結論（実施におけるポイント及び課題） 

実施のポイント 
・若⼿現職教諭らがアクセスしやすいよう、多様な形式（対⾯・オンライン）と柔軟な時間

設定により実施した。 
・相談内容等に応じて、卒業⽣（同学年・異学年）同⼠のネットワーキングを促した。 
 
課題 
・1〜２年⽬の新⼈教諭は、⽀援を必要としながらも⽇常業務に追われて⽀援を受けられ

ない状況や、“この程度で相談して良いのか”と悩んでいる例が確認された。相談の敷居
を低くする⼯夫やフレキシブルな⽀援が求められる。 

  



 

 

和洋女子大学 地元で「学ぶ・続ける」幼児教育－ライフステージに合わせたアプローチ－ 

57 

取組 K 体系的な現職研修の機会の確保 
 
取組名：K1【地元⾃治体と連携した幼児教育研修プログラム】 

（⽮藤 誠慈郎） 
実施時期：随時 
 
概要（取組内容及び実施体制） 
 本学近隣を中⼼とした⾃治体及び⾃治体単位の幼児教育団体等が実施する現職教員（保
育⼠等を含む）に対する幼児期の教育に関する研修に、本学各教員がその専⾨性を⽣かして
積極的に協⼒した。 
 各教員が受けた依頼を学科⻑が所定の⼿続きを通じて把握したうえで、「地元⾃治体と連
携した幼児教育研修プログラム」という趣旨に適う研修プログラムを本事業に位置付け、担
当した教員が学科で報告・共有することとした。その際、①⾃治体等と協議しながら研修プ
ログラムを構築すること、②プログラム構築に際しては、幼児教育職の魅⼒向上と⼈材確保
の循環という観点を可能な限り含めること、③その⼀環として研修を卒業⽣の卒後キャリ
ア⽀援の機会と位置づけて可能な範囲で個別にコミュニケーションを図ること、④⾃治体
等の⽅針や各研修の性格に鑑みながらアンケートやレポートなど何らかの効果検証のプロ
セスを可能な限り含めること等に努めた。 
 研修の規模は受講者数が数⼗名〜100 名が⼤半であるが、研修の規模や対象者等により
20 名程度〜400 余名と幅がある。テーマは幼児教育の実践に係る諸課題を中⼼として、⼈
材育成や組織マネジメントなど⼈材確保やそのための職場づくりに関するものも含めた。
研修⽅法としては、講義、ワークショップなどの演習、それらを合わせたものがあり、また
⼀回のものと継続的に実施するものがあり、特に近隣⾃治体と連携しての研修の場合は、継
続的な取組みとなるよう努めた。 
 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
 対象とした研修は、原則として、幼稚園教諭を対象としたものだけでなく、幼稚園教諭に
加えて保育教諭・保育⼠等を含むもの、また保育⼠等の研修にあっては幼児教育を主な内容
とするものとした。 
 効果検証は、⾃治体等の⽅針や各研修の性格に鑑みて、アンケート（選択式⼜は記述式）
への回答やレポートの提出を求めることに努めたが、その様式等は多岐にわたる。また、本
学卒業⽣が受講している場合には、多くの場合短時間ではあるが、個別に職務の状況等を聞
き取ったり相談を受けたりし、卒後のキャリア⽀援の機会とするとともに、研修の振り返り
の共有に努めた。 
 
結果及び考察（実施報告及び成果） 
 実施については⾃治体等相⼿があるため、研修実施主体の意向等を踏まえつつ、⼿探り状
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態から連携・協働を⽬指し、⾃治体等とのコミュニケーションの密度によって取組みの進展
に幅があった。⼀⽅で、近隣⾃治体とはこれまでに築いた関係性を⽣かして、プログラム構
築から協働し、また継続的な研修とその振り返りによって効果を実感するとともに、卒業⽣
が多く勤務していることから、有効な卒後キャリア⽀援の機会とする可能性を⾒出すこと
ができた。 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
 前述の通り、以下の観点等を踏まえた取組みに努めた。 
・⾃治体等と協議しながら研修プログラムを構築すること 
・プログラム構築に際しては、幼児教育職の魅⼒向上と⼈材確保の循環という観点を可能な

限り含めること 
・その⼀環として研修を卒業⽣の卒後キャリア⽀援の機会と位置づけて可能な範囲で個別

にコミュニケーションを図ること 
・⾃治体等の⽅針や各研修の性格に鑑みながらアンケートやレポートなど何らかの効果検

証のプロセスを可能な限り含めること 
 
課題 
・研修実施主体の⽅針があることから、本学の取組みの趣旨とのすり合わせが事前に⼗分に

実施できた事例が近隣の⼀部の⾃治体に限られた。研修の依頼やその内容についての相談
があった際には、より積極的に本取組みの趣旨を伝えて対話を重ね、幼児教育職の魅⼒向
上と⼈材確保の循環につながるプログラムを構築するよう努めることが求められる。それ
は現場のニーズに適合することが⼗分に⾒込まれるので、そうした合意形成を⽬指してい
きたい。 

・研修の内容や形態や規模が多岐にわたっているため、効果検証において、本学からは可能
な範囲の要望という程度にとどまっており、⼗分にイニシアチブを取ることができていな
い。研修実施主体の意向が尊重されることを前提としつつも、事前の協議等を通じて、可
能な限り本学の⼀貫した効果検証のスキームとのすり合わせを⾏うことが必要であろう。
ただしその場合も、内容の⼀貫性は担保しつつ、アンケート、聞き取り、レポート等、研
修の性格に応じた形式をとることが現実的であると考えられる。 

・卒業⽣の卒後キャリア⽀援という観点から、卒業⽣である受講者には養成段階からの学び
を含めた振り返りをしてもらうなどの⼯夫をすることで、養成課程の改善につながること
が期待される。 

・現状では、依頼や相談があった⾃治体等との連携にとどまっているが、中期的には、本学
が主体となって、幼児教育職の魅⼒向上と⼈材確保のための研修プログラムを提案するこ
とで、⾃治体等の間のネットワークをより密にし、地域レベルで取組む気運を醸成するこ
とも今後求められると考える。 
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取組名：K2【地元⾃治体と連携した学び直しプログラム】 
（⽥代 和美） 

実施時期：2024 年 8 ⽉ 
 
概要（取組内容及び実施体制） 

幼稚園教諭・保育⼠のための「学びなおし講座」
は、⼤学の教員による保育者を対象とした専⾨的
成⻑のためのプログラムである。このプログラム
は、2024 年度私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業の⼀部
であり、⼤学コンソーシアム市川（※）産官学連携
プラットフォームがキャリア形成プログラムとし
て開催したものの⼀つである。 

実施体制として、⼤学コンソーシアム市川キャ
リア⽀援部会（千葉商科⼤学、昭和学院短期⼤学、
和洋⼥⼦⼤学、東京経営短期⼤学）が主催し、市川
市こども政策部こども施設運営課の協⼒を得て開
催された。 

本年度の幼稚園教諭・保育⼠のための「学びなお
し講座」は、8 ⽉ 28 ⽇（⽔）・9 ⽉ 30 ⽇（⽉）・10
⽉ 23 ⽇（⽔）の全 3 回、ZOOM で開催された。対象者は、幼稚園教諭、保育⼠、保育教
諭、認定ベビーシッター等であるが、公私⽴、実務経験の有無を問わずに参加は可能であっ
た。受講料は無料であった。本学科が担当したのは、そのうちの第 1 回、8 ⽉ 28 ⽇（⽔）
13:00−14:30 の「気になる⼦どもの保育について」の講座である。保育現場での事例に基づ
いて、気になる⼦どもの保育についての講義を⾏い、その後、質疑応答の時間を設けた。 

 
⽅法（対象及び効果検証の⼿法） 
対象は主に市川市内の私⽴幼稚園・認定こども園・私⽴保育園・⼩規模保育所の現役保育

者である。参加人数及び参加者に実施した事後アンケートを効果検証の指標とした。 

 
※⼤学コンソーシアム市川は、千葉県市川市に所在する５つの⾼等教育機関が、教育資源や機能等の活⽤

を図りながら幅広い分野で総合に連携協⼒し、教育研究の質的向上を図り、地域社会の発展に資するこ
とを⽬的として設⽴された。さらに、市川市の発展を⽬的とした地域課題の解決に取組むため、⼤学コ
ンソーシアム市川は、市川市、市川商⼯会議所と産官学連携包括協定を締結し、⼤学コンソーシアム市
川産官学連携プラットフォームを形成している。 
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結果及び考察（実施報告及び成果） 
 市川市を中⼼に千葉県内⾃治体等で運営している幼稚園・認定こども園・私⽴保育園・⼩
規模保育所など資格保持者 51 ⼈の参加を得た。 
 アンケート結果では、⼤変満⾜と満⾜が 80％であった。「事例に基づいた内容で、実務で
いかしやすいプログラムであった」などポジティブなコメントが多かったほか、「気になる
⼦どもへの対応を⾒直すきっかけになった」「⼦ども理解を深めることの⼤切さを再認識し
た」などの多くの感想と質問が寄せられた。また質疑の時間には、保育現場での具体的な事
例についての質問が多く寄せられ、関⼼の⾼さが伺えた。講座に参加した現役の保育者を通
じ、園と⼤学（養成校⽣）のつながりの⼀翼を担うことができた。 
 
 

結論（実施におけるポイント及び課題） 
実施のポイント 
・平⽇の勤務時間内での ZOOM による開催：勤務時間中に研修として参加することが可能

だった。 
・地域との連携：市川市内の⼤学教員と⾏政が連携して、現場に資するプログラムを開催し

た。 
課題 
・参加者数の拡⼤：広報⽅法を⾒直し、より多くの幼稚園教諭・保育⼠が参加できる環境を

整備する必要がある。 
・シリーズ開催：全３回でひとつのプログラムと想定していたが、全ての回に参加できない

受講者もいた。 

・開催⽅法：ZOOM による開催は参加しやすいメリットもあるが、質疑では、それぞれの
現場での具体的な悩みが語られた」ため、双⽅向性を担保する必要がある。 

 
 今後はこれらの課題を改善し、地元⾃治体と連携した学び直しプログラムの質向上に取
り組むことが求められる。  
  



 

第３章 事業全体のまとめ
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3-1.事業全体スケジュール
和洋⼥⼦⼤学こども発達学科では 7 ⽉の事業開始以降、幼児教育の「職」の魅⼒向上・発

信について、①web 上の特設ページを中⼼とした広範囲への発信及び②地元でのライフス
テージごとの様々な対⾯での取組で企画・実施してきた。

広範囲への情報発信については概ね下図に⽰した予定通り進⾏し、7 ⽉下旬の web 調査
をもとに素材を作成し、11 ⽉から特設ページを公開することができた。

対⾯での取組については、当初 6 ⽉からの開始を想定していたために協定校や外部講師
との⽇程調整が間に合わず、いくつかのイベントは⾒送りや変更を余儀なくされた。しかし、
事業の途中で新たに企画されたイベントや養成校⽣⾃⾝からの希望で追加された保育実践
もあり、全体としては概ね予定通り進⾏することができた。主要なものを下図に⽰す。
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この約半年間ほぼ切れ⽬なく、それぞれのライフステージに対して幼児教育の「職」の魅
⼒について働きかけてきたことになる。

3-2.事業全体の成果
和洋⼥⼦⼤学こども発達学科では、「地元で「学ぶ・続ける」幼児教育―ライフステージ

に合わせたアプローチ―」をテーマとして、学科教員全員が各⾃の専⾨性を活かしつつ様々
な取組を⾏ってきた。事業開始から報告書の完成まで約半年間という限られた期間であり、
紙幅と時間の制約からこの報告書で全ての詳細をあげることは控えたが、多岐にわたる取
組を実施することができた。

第 2 章では、他の養成校等が実施する際に参考になるであろう情報を中⼼にまとめるよ
う⼼がけ、①⼩中⾼⽣を対象とした職の魅⼒発信、②養成校を対象としたキャリア形成⽀援、
③現職教諭・離職者等を対象としたキャリア形成⽀援に⼤別し、合計 23 の取組に整理して
報告した。

これらを踏まえて、以下では本事業全体の成果について発信範囲別に述べる。

3-2-1.広範囲への発信の成果
まず、web 上の特設ページを中⼼とした広範囲への発信では、養成校⼊学の前段階である

中学⽣・⾼校⽣に訴求する内容にするべく、中学⽣〜⼤学⽣を対象とした⼤規模アンケート
を実施した。

少⼦化以上のペースで幼児教育・保育の志願者が減少していっている背景として、事業開
始当初は、昨今の不適切保育等によるイメージダウンからの保護者の反対を想定していた。
しかし、今回の調査から、保護者に相談はしていても反対されたという回答は少なく、志願
者⾃⾝がもつ⼤変そうというイメージ（中学⽣時点）や、待遇⾯での不安（⾼校⽣・⼤学⽣
時点）によって、幼児教育・保育の職から気持ちが離れていくことが⽰された。また、これ
らの不安によって離れていく層でも⼀定数は、待遇⾯等が解消されることで再び幼児教育・
保育の職を⽬指す可能性があることも⽰された。

これらの結果や卒業⽣へのインタビューを参考に、情報を集約した特設ページを 11 ⽉か
ら公開した。この特設ページ及びページ内に掲載した様々なデータをまとめた動画や実際
に働くロールモデルのインタビュー動画への注⽬度は⾼く、この報告書執筆時点までに多
く閲覧されている。単純⽐較はできないものの、これまで⼤学 HP で単発で掲載してきた動
画と⽐較すると 3 倍以上の再⽣回数になったものもあった。広範囲に⾼い関⼼を集めるア
プローチとして、単独の発信よりも総合的に提⽰する⽅が効果的であることが⽰された。な
お、現在も集計を継続しており、どのようにアクセスされたかのより詳しい解析結果につい
ては別に報告する予定である。

以上のように、幼児教育・保育の将来の担い⼿である中学⽣・⾼校⽣・⼤学⽣の進路変更
のタイミングとその理由を明らかにし、各対象者にどのように働きかけることが幼児教育
の職の魅⼒発信、ひいては⼈材確保に有効かを⽰すことが出来たのは、本事業の成果の⼀つ
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である。

3-2-2.地域への発信（対⾯）の成果
⼤学及び⼤学周辺の地域における発信では、乳幼児から既卒⽣・ベテランまでの幅広い層

を対象とした対⾯での取組を実施してきた。学科企画の取組では、取組による変化がわかる
ように「（参加してみて）幼児教育への興味や関⼼が⾼まった」などの項⽬を⼯夫した統⼀
アンケートを実施した。最終的に、オープンキャンパスや出前授業を除いた⾼校⽣参加者の
べ 90 ⼈、養成校⽣参加者のべ 572 ⼈から回答を得て、これらの取組の有効性を⽰すことが
できた。「今後も参加したい」という回答からは、これらの取組の参加者が引き続き幼児教
育に関⼼を持ち続け、将来を担う⼈材になり得ることを⽰している。

今回の取組では、受験⽣や就職を控えた４年⽣ばかりを対象としたわけではなかったた
め、短絡的に受験者数や幼稚園への就職率に顕著な変化があったわけではない。しかし、⾼
校単位で参加したワークショップや⼤学での講義の受講⽣（⾼校２年⽣）が、その後オープ
ンキャンパスに保護者を連れてくるなど、具体的な進路選択に結びついていることを⽰す
例があった。保護者からは「娘がすごく楽しかったと話していたので⾃分も興味が出てきて」
と嬉しいお⾔葉を頂いた。進路を相談する相⼿である保護者や⾼校教員の理解を得るため
にも、前述の web ページや各種の取組は有効であると考える。

また、養成校の在籍⽣を主な対象とした取組では、特に、養成校⽣と⾼校⽣、上級紙と下
級⽣、現職保育者と養成校⽣などの多層的な交流の効果が顕著であった。ワークショップや
実習の振り返りでの交流の他、学年を超えた保育実践プロジェクトでは、上級⽣の部分保育
実践を下級⽣が直接⾒たり、異学年で保育教材や演じ⽅の⼯夫や配慮などについて話した
りするなど活発な交流が⾏われた。養成校⽣達にとって、⾝近な先輩ロールモデルから学ぶ
とともに、後輩や⾼校⽣に接することで⾃⾝の振り返りの機会にもなっていた。

さらに、単独の取組だけではなく、保育実践後にワークショップを受講し、そのワークシ
ョップで学んだことを活かして次の保育実践へ、という有機的な繋がりが奏功していた。当
初予定していた夏の実践だけではなく、養成校⽣⾃⾝の希望で冬も幼稚園等を訪問し、さら
に次年度への計画を⽴て始める等、今後に続く成果があがっている。

なお、成果物として作成したものに、特設 web ページとそのアクセス解析報告の他に、
印刷物として本報告書、リーフレット、⾳楽表現アイデア集がある。これらは今後、地域を
中⼼とした情報発信や、これからの新⼊⽣を含む養成校⽣の保育実践に活⽤していく予定
である。

3-3.事業全体から⾒えてきた課題
養成校としては、⼈材を逃している⼤きな要因と考えられる待遇⾯を直接的に解決する

ことは難しい。しかし、今回の事業の結果から、養成校としての取組として、以下の⽅向性
があげられる。



和洋女子大学 地元で「学ぶ・続ける」幼児教育－ライフステージに合わせたアプローチ－ 

66

対象 養成校としての取組の⽅向性

⼊学前（中⾼⽣）
・広範囲への情報提供（「⼤変そう」イメージの低減）
・（協定校等の地域の⽣徒へ）⾒通しをもった体験の提供

在籍時
・多層的交流及び継続的な実践・振り返りの機会の提供
※⾝近なロールモデルとの交流を含む

卒業後
・若⼿教諭へのフォロー：気軽に相談できる機会の提供
・卒業⽣ネットワーク作り

本事業の実施にあたっては養成課程である学科の教員全員がかかわったが、学科のみで
は難しい部分も多かった。こうした部分については、研究⽀援課をはじめとする⼤学事務局
の全⾯的なサポートを受けた。⾼校⽣がかかわるイベントや地域イベントでは、⾼⼤連携⽀
援室の他、⼊試・広報センター、地域連携センターが窓⼝となり、調整や広報⾯での発信を
担った。また、市川コンソーシアムを含む他⼤学や⾃治体とのやりとり、現役⽣の就職活動
や離職者対応に関しては、進路⽀援センターが主体となった部分が多い。本学ではこれらの
連携がスムーズに進んだが、養成校の規模や体制によっては、こうした連携体制が課題とな
る可能性がある。

なお、幼児教育・保育系の進路を希望する⽣徒の特徴として、地元での進学・就職を希望
する傾向が⾼いことが⽰された。⼈材確保にあたっては、より⼀層地域と連携した取組が重
要であろう。

3-4.今後の展開
広範囲の発信に⽤いた特設 web ページについては、事業終了後は本学の情報管理部⾨に

管轄を移して、公開・運⽤を続けていく予定である。アクセス解析についても継続を予定し
ており、どのようなタイミングでの発信が有効かのデータを蓄積していく。

地域の幼稚園等の協⼒を得ての学年を超えた保育実践は、今回が初めての試みであった。
まずは課外プロジェクトとして希望者を募って実施したが、今後は正規のカリキュラムに
組み込むことを想定し、その際の運⽤上の問題について詰めているところである。

また、卒業⽣ネットワークについても、従来の個別対応から組織的に拡⼤・運⽤するため
のヒントが得られた。次年度以降はこれらの強化のための取組を開始する予定である。

本事業の実施にあたっては、幼児教育・保育施設や企業をはじめとする地域の皆様に多く
のご協⼒を頂いた。⼼より御礼を申し上げる。

地域に根ざした⼤学として、幼児教育の職をこれから担う⼈々がライフステージにあわ
せて学び続けていくための⽀援体制を確⽴できるよう、学科教職員⼀同、今後も励んでいく
所存である。
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（⼀社）全国⾼等学校 PTA 連合会・（株）リクルート（2024）第 11 回 「⾼校⽣と保護者
の進路に関する意識調査」 2023 年報告書

こども家庭庁成育局保育政策課（2023）第 5 回 ⼦ども・⼦育て⽀援等分科会・資料
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と共働き世帯 1980 年〜2023 年

こども家庭庁 成育局（2023）令和 5 年度全国保育⼠養成セミナー こども家庭庁における
保育⾏政の動向と課題

（独）労働政策研究・研修機構（2023）看護師、介護職員、保育⼠、幼稚園教諭を対象とし
た処遇改善事業の有効性の検討に向けて―先⾏研究レビューを⼿がかりとして

経済協⼒開発機構（2018）OECD Social, Employment and Migration Working Papers

こ ど も 家 庭 庁 （ 2023 ） 参 考 資 料 集
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/81755c56-
2756-427b-a0a6-919a8ef07fb5/18e3aa55/20230402_policies_03.pdf

國學院⼤學（2024）「幼児教育のプロフェッショナリズム育成プログラムの開発」研究成果
報告書

東京都福祉局（2023）令和４年度東京都保育⼠実態調査結果

こども家庭庁（2023）幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン （はじめの 100
か⽉の育ちビジョン）
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1

地元で「学ぶ・続ける」幼児教育

―ライフステージに合わせたアプローチ―

⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信事業

⽂部科学省

和洋⼥⼦⼤学⼈⽂学部
こども発達学科

・2008年の開設以来、地元から⾼校⽣を積極的に受け⼊れ多くの幼稚園教諭を輩出

・社会的イメージから他に進路を変更する中・⾼校⽣
・実践経験の不⾜によるプレッシャーや不安から幼児教育以外の道を選ぶ養成校⽣
・就職後も体系的に学び続ける機会を得られない or ライフステージの変化による離職者

→ ライフステージごとの学び＆学ぶことの魅⼒をイメージ
→ 感動体験の蓄積

本学の特⾊

幼児教育から離れていく⽣徒・養成校⽣・現職者

→地元就職率約90%、保育職約80〜100％

⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信事業

⽂部科学省
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本事業の⽬的は、地元での⼈材育成循環を念頭に、
⼀定数の⽣徒・養成校⽣・現職者が

幼児教育から離れていく理由と
ライフステージごとの課題を把握し、

その情熱を再燃させる⽅策の⼿がかりを得ることである。

本事業の⽬的

⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信事業

⽂部科学省

⽅法

■取組①の成果を踏まえ、正確かつポジティブな情報を発信し効果を検証（量的調査）

キャリア（＝ライフステージ）を⾒据えた学びの魅⼒動画の制作、LP等を活⽤した配信運営
■ライフステージに合わせた多様な企画・アプローチと質的・量的効果検証（量・質的調査）

学びの⾯⽩さに焦点を当てた感動体験の蓄積

⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信事業

⽂部科学省

取組①幼児教育から離れていく理由とライフステージごとの課題を把握
■⼥⼦中・⾼・⼤学⽣を対象に地元定着率・離れていく時期・理由などを調査（量的調査）

ライフステージ別に、幼児教育に関するポジティブな体験と社会的イメージとの乖離を把握
■多様な企画（出前授業、HCD等）から学びの魅⼒を感じるポイントを調査（量・質的調査）

ライフステージ別に、幼児教育に関する学びの魅⼒を感じるポイントを把握

取組②情熱を維持・再燃させる⽅策の検討

⼩・中・⾼・⼤・社

中・⾼・（⼤）

⾼・⼤・社

⾼・⼤・保護者
（社会⼈）
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現職者層
（卒業⽣含）

初任者
中堅
管理職

他職種への
就職層

離職者層

（含卒業⽣）

魅⼒発信の対象者
ライフステージ

を通じて
“学ぶ・続ける”

⼩学⽣
中学⽣
⾼校⽣

幼児教育分野への

⼤学⽣
1年 2年
3年 4年

社会⼈

進学者層 進学検討層

※⾼⼤連携協定校他
（保育科等含む）

幼児教育に対する
情熱の再燃

特⾊︓
■ライフステージに合わせた「学びの魅⼒」への多様なアプローチ
■調査に基づく情報発信

（各種情報の誘導、フライヤー・HP・LPの⼀体的な運⽤の効果検証）
■学びと現場を結ぶ豊かな経験
■きめ細やかなキャリア⽀援

⼀定数の⽣徒・養成校⽣・現職者が幼児教育から離れていく理由
ライフステージごとの課題を把握し、その情熱を再燃させる⽅策

効果的なアプローチ

↓ ↓ ↓
↓ ↓ ↓

“地域における幼児教育の持続可能な枠組み”の構築へ

7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

⼩学⽣ 出前授業
イベント

中学⽣
出前授業
web調査
イベント

⾼校⽣

web調査

OC・出前授業
ワークショップ
／保育実践

⼤学⽣
（養成校⽣）

保育実践
WS
魅⼒発信
就職⽀援

現職保育者
（含OG）

保育実践
キャリア研修

離職者・
⼀般就職

OG相談
就職⽀援

⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
幼児教育の「職」の魅⼒向上・発信事業

⽂部科学省

■Web調査と分析
「幼児教育から離れていく理由と

ライフステージごとの課題」

・進学希望（地元志向）
・保育職への関⼼及び変化時期
・積極的/消極的離脱層の理由
・進学検討にかかわる情報収集

■情報発信⽤
普及啓発動画の作成
「キャリアを⾒据えた

学びの魅⼒動画の制作」

・養成校⽣・卒業⽣インタビュー
（ロールモデルとして）

・保育職の現状
（ポジティブな体験と
社会的イメージとの
乖離を埋める）

広範囲への情報発信

「各種情報の誘導、
フライヤー・HP・LDページの

⼀体的な運⽤」

視聴／アクセス等による
量的効果検証

★普及啓発動画
★リーフレット

現職者層
（卒業⽣含）

初任者
中堅
管理職

他職種へ
の就職層

離職者層
（含卒業⽣）

ライフステージを通じて
“学ぶ・続ける”

⼩学⽣
中学⽣
⾼校⽣

幼児教育分野への

⼤学⽣
1年 2年
3年 4年

社会⼈

進学者層 進学検討層

※⾼⼤連携協定校他
（保育科等含む）

取組① ■⼥⼦中・⾼・⼤学⽣を対象に地元定着率・離れていく時期・理由などを調査
取組② ■取組①の成果を踏まえ、正確かつポジティブな情報を発信し効果を検証
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7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

⼩学⽣ 出前授業
イベント

中学⽣
出前授業
web調査
イベント

⾼校⽣

web調査

OC・出前授業
ワークショップ
／保育実践

⼤学⽣
（養成校⽣）

保育実践
WS
魅⼒発信
就職⽀援

現職保育者
（含OG）

保育実践
キャリア研修

離職者・
⼀般就職

OG相談
就職⽀援

現職者層
（卒業⽣含）

初任者
中堅
管理職

他職種へ
の就職層

離職者層
（含卒業⽣）

ライフステージを通じて
“学ぶ・続ける”

⼩学⽣
中学⽣
⾼校⽣

幼児教育分野への

⼤学⽣
1年 2年
3年 4年

社会⼈

進学者層 進学検討層

※⾼⼤連携協定校他
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⼤学等を通じたキャリア形成⽀援による
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⾼校⽣

幼児教育分野への

⼤学⽣
1年 2年
3年 4年

社会⼈

進学者層 進学検討層
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★模擬講義
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★近隣園による実際の保育現場の紹介
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＠和洋⼥⼦⼤学

近隣⾼校⽣
＆
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質的・量的
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広範囲への
情報発信

「⼀体的な運⽤」
「現場と養成校⽣

の協働」

★遊びのアイデア集
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⾼校⽣
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キャリア⽀援 【3年⽣対象︓夏〜】

個別キャリア⽀援（進路⽀援センター）
OG（現職）等によるサポート
近隣園等の⾒学やボランティア
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幼保就職フェア

キャリア⽀援 【3年⽣対象︓夏〜】
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OG（現職）等によるサポート
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研修（初任者／中堅／管理職対象）

⼦育て⽀援
・現職相談

【9/28】

養成校⽣・専⾨教員
↔親⼦・現職保育者

⼦育て⽀援
・現職相談

【12/14】

養成校⽣・専⾨
教員

↔親⼦・現職保
育者

ホームカミングデー

【11/3】

【随時実施】学び直し講座
【8⽉〜10⽉】
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特設ページ 

 
https://www.youhosensei.wayo.ac.jp/ 
 
学科ページ 

 
https://www.wayo.ac.jp/academics/humanities/child_development 
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